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参考資料３

「復興10年総括検証ワークショップ」報告書（案）の概要

１ はじめに

阪神・淡路大震災からの復興にあたっては、わが国が成熟社会に向けて大

きな転換期を迎えるなか 「共生」の理念の下、県民の参画と協働による様、

々な取り組みが展開されてきた。

こうした１０年間の復興過程の検証にあたっては、復興の主役である県民

の目から見て、何ができて何ができなかったのか、将来に生かすべきことは

何かといったことを把握する必要がある。

そのため、被災地を５地域に分けて地域別ワークショップを開催するとと

もに、それを踏まえて総括ワークショップを開催することとし、参加者を公

募した。

２ ワークショップの視点・手法等

(1) テーマ

①「１０年間を振り返って」

・復興１０年で被災地ができたこと、できなかったこと

②「将来に向けて」

・将来に向けて生していくべきこと、発信していくべきこと

(2) ワークショップの手法

① 地域別ワークショップ

参加者を５～６班に振り分け、２つのテーマ（ １０年間を振り返「

って 「将来に向けて ）について、各参加者が意見を出し合うグル」、 」

ープワークを行った。

参加者が記入した意見（１人３項目程度）について、ＫＪ法により

集約し、班毎のまとめを作成した。さらに、ファシリテーターの進行

のもと、各班のまとめを会場全体で集約し、地域全体の意見としてと

りまとめた。最後に、参加者全員がそれらの意見のうち、重要と思う

ものに投票し、順位付けを行った。

総括ワークショップ②

５地域の代表者が集まり、地域ワークショップで集約された意見の

確認及び修正作業を行った後、ファシリテーターの進行のもと、参加

者全員でそれらを踏まえ、被災地全体の意見として集約していった。



- 2 -

最後に、参加者全員が集約した意見のうち、重要と思うものに投票

し、順位付けを行った。

＊ ファシリテーター（進行役）

立木茂雄（同志社大学教授、復興10年委員会委員）

(3) ワークショップの開催状況

参加人数日 時 地 域 会 場

平成16年 ６月５日 淡 路 東浦町立ｻﾝｼｬｲﾝﾎｰﾙ 42名（土） 14：00～17：00

６月６日 阪神北 宝塚市西公民館 44名（日） 10：00～13：00

６月６日 阪神南 西宮市民交流ｾﾝﾀｰ 44名（日） 14：30～17：30

６月12日 神 戸 県立神戸学習ﾌﾟﾗｻﾞ 53名（土） 10：00～13：00

６月20日 明石・三木 明石市立産業交流ｾﾝﾀｰ 45名（日） 14：00～17：00

７月４日 総 括 人と防災未来ｾﾝﾀｰ 51名（日） 14：00～17：00

３ ワークショップの実施結果

(1) 地域別ワークショップの結果

① 「１０年間を振り返って」

・復興１０年で被災地ができたこと、できなかったこと

各地域で集約された意見のうち 「防災意識は高まったが、次の災、

害への備えは十分でない （５地域のうち３地域で１位 「地域のつ」 ）、

ながりが広がった 「ボランティア活動が活発になった 、などは、」、 」

各地域とも共通して上位となっている。地域のつながりについては、

一方で「一時に比べれば薄まりつつある 「新しいまちでは不足して」、

いる 「新旧住民のつながりがまだ不十分である」といったこともあ」、

わせて指摘されている。

また、必ずしも上位にはなっていないが、心のケアが不十分とか心

の復興が残っているといった意見は、すべての地域で顔を出している

ほか、ハード面の整備は進んだが、まちの景観に地域差がみられるな

どの意見もある。

経済面での復興が途上といった意見も出ているが、阪神南地域では

４位であるのに対し、阪神・淡路北や明石・三木地域では最下位とな

っているなど、地域間のばらつきが大きい。

その他、淡路地域では 「復興整備事業は進んだが、昔の思い出の、

町並みが消えた （３位 、阪神北地域では「行政のできたこと、でき」 ）
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なかったことの評価は様々であるが、市民活動支援を活発にしてほし

い （２位）が上位になっている。」

② 「将来に向けて」

・将来に向けて生かしていくべきこと、発信していくべきこと

各地域で集約された意見のうち 「住民同士、地域のつながりを大、

切にしよう」など、地域のつながり、コミュニケーション、交流とい

ったことの大切さを指摘する意見が５地域のうち、３地域でトップを

占めた。

また、自助、共助、公助の相まった防災面の取り組みが大切といっ

た防災対策に関する意見や、ボランティア活動の充実などは、多くの

地域で共通して上位になっている。

その他、阪神南地域で１位となった「震災で得た経験や知恵を風化
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させることなく、継承し、発信し、お返しをしていこう」といった意

見も各地域で比較的上位になっている。神戸地域では「災害時に弱者

には特別な対応が必要だ」という意見が１位になっており、これは同

じく６位の「高齢者や弱者の多い住宅への様々な支援の取り組みが必

要だ」という意見とあわせて、この地域の特徴といえる。

また、阪神南地域では 「公共物や住宅の耐震性を高めていくこと、

が、安心して生活できるまちづくりには欠かせない」という意見が４

位になっている。さらに、淡路地域では 「被害抑止等、被害軽減等、、

災害対応、復旧・復興のすべての局面で行政は力を入れてほしい」と

、 。いう意見が２位になっている点が 他地域にはみられない特徴である
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(2) 総括ワークショップの結果

① 「１０年間を振り返って」

・復興１０年で被災地ができたこと、できなかったこと

各地域のまとめを集約した結果、１２の項目が被災地全体の意見と

してとりまとめられた。投票による順位付けの結果、①地域や住民の

つながり及びリーダーの育成、②災害への備えや防災教育の重要性、

③震災の経験・教訓の継承・発信、④まちの景観の復興に対する地域

格差などの項目が上位となっている。

①、②、④の項目については各地域でも、上位となった項目で、総

括ワークショップにおいても同様の傾向がみられた。③の震災の経験

や教訓の継承・発信については、各地域で、意見数、投票数ともにそ

れほど多くはなかったものの、総括ワークショップでは、上位になっ

ている。

この他､ボランティア､ＮＰＯなどによる市民力が高まったとする意

見も多かったほか、経済の復興、心のケアの問題も顔を見せている。

総括ワークショップ（１０年を振り返って）2004年7月4日（N=761）
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② 「将来に向けて」

・将来に向けて生かしていくべきこと、発信していくべきこと

各地域のまとめを被災地全体の意見として集約した結果、７つの項

目にとりまとめられた。投票による順位付けの結果、投票数が最も多

かったのは 「自助・共助・公助の組み合わせの強化、日常が非常を、

支える 」という意見で参加者のほとんどがこの項目を重要としてい。

る。次に 「震災で得た経験や知恵の継承・発信 「ボランティア活、 」、

動の強化・支援 「人のつながりを深め、多様な交流の展開」が上位」、

になっている。これらの項目については、各地域によって順位付けに

若干のばらつきはあるものの、概ね上位に位置づけられている。

４ まとめ

ワークショップで出された様々な意見について大きくまとめると、①地域

のつながりやコミュニティづくりの大切さ、②防災意識の高まりを具体の取

り組みに結びつけていく必要性、③震災の経験・教訓の継承・発信といった

ことがあげられる。また、具体の対策にあたっては、行政の取り組みや一人

ひとりの備えの実践とあわせて、自助、共助、公助の組み合わせの大切さも

総括ワークショップ（将来に向けて）2004年7月4日（N=611）
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指摘されている。

こうしたことは、阪神・淡路大震災の教訓として指摘される「共に生きる

ことの大切さ 「災害への備えの大切さ」といったことに通じるものであ」、

り、震災の経験・教訓を生かした今後の成熟社会に向けた取り組み方向が、

被災地の県民意見として示されているのではないかと考えられる。

、 、もとより 個々にみていくと投票数や意見のカード数の多募にかかわらず

貴重な意見が数多く出されており、それらは、各地域ごとに親和図として記

録に残されている。これらの意見を含めて、各方面での具体の取り組み方策

を検討するなかで活用され、今後に生かされていくことが望まれる。

〔参考資料〕

「復興１０年総括検証ワークショップ」報告書
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１．はじめに 

 

兵庫県では、阪神・淡路大震災から10年を迎えるのを機に、復興10年総括検証・提言

事業を推進している。その一環として、震災復興の取り組みの成果や課題等について県

民の意識等を把握するため、兵庫県下の被災地である淡路、阪神北、阪神南、神戸、明

石・三木の５地域において、地域別および総括ワークショップを2004年６月から７月に

かけて実施した。 

 

今回の地域別ワークショップでは、「復興10年で、被災地ができたこと、できなかった

こと」および「将来生かしていくべきこと」を10人前後の班で話し合い、それぞれを地

域ごとにまとめ、重要だと思う項目に得点をつけるという順位付け作業を行った。その

後、地域の代表者による総括ワークショップで、全体のまとめとなる作業を行った。 

 

地域別ワークショップでは５地域で延べ228名、総括ワークショップでは地域の代表者

51名の参加があり、「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと」では761件、

「将来生かしていくべきこと」では611件の意見が出るなど、活発な話し合いが行われた。 

 

ここに、その概要を報告する。 
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２．ワークショップについて 

１）ワークショップの概要 

兵庫県下の被災５地域で行われた地域別および総括ワークショップの実施状況は、以下

のとおりである。 

 

・テーマ 

「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 
 

・参加者 

高校生以上の各地域在住、在学、在勤者（公募） 

 

・進行体制 

全体総括 立木 茂雄（同志社大学文学部 教授） 

進行役  黒宮亜希子（同志社大学大学院生）、吉原 誠（株式会社 コー・プラン） 

班の進行 同志社大学文学部３回生 

 

・開催状況 

日 時 開催地域 会 場 参加人数 班の数

平成16年６月５日（土） 
14：00～17：00 

淡路 
東浦町立 
サンシャインホール 

42名 ５ 

平成16年６月６日（日） 
10：00～13：00 

阪神北 宝塚市西公民館 44名 ６ 

平成16年６月６日（日） 
14：30～17：30 

阪神南 西宮市民交流センター 44名 ６ 

平成16年６月12日（土） 
10：00～13：00 

神戸 県立神戸学習プラザ 53名 ６ 

平成16年６月20日（日） 
14：00～17：00 

明石・三木
明石市立 
産業交流センター 

45名 ６ 

平成16年７月４日（日） 
14：00～17：00 

総括 人と防災未来センター 51名 ５ 

 

・会場レイアウト（例） 

P
C
 

P
 

模造紙 P
C

模造紙 

模造紙

模造紙 

模造紙 

模造紙

P
C P
C

P
C

P
CP
C

PC P …パソコン …プロジェクター …各班でまとめたデータの流れ 

スクリーン 
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２）地域別ワークショップの進め方について 

淡路、阪神北、阪神南、神戸、明石・三木での地域別ワークショップは、参加者が会場に

来られた順番に班を振り分け、以下の手順で行った。なお、各班には、同志社大学文学部３

回生の学生が数名入り、班の作業の進行のお手伝いや出された意見をノート型のパソコンに

入力するという作業を行った。 
 

・ステップ０：「ワークショップとは？」 

最初に、ワークショップとはどのようなものか、

どのように進めるかを簡単に説明し、参加者の緊

張をほぐすため、アイスブレーク（フリップ式自

己紹介）を行った。 

「フリップ式自己紹介」とは、テレビのクイズ

番組を応用したものである。まずＡ４サイズの色

紙を参加者に１枚ずつ配り、それを２つ折りにし、

記入できる面を４つつくる。次に、全体の進行役

が、出した質問に参加者が回答者として自分の答えを記入する。そして、一斉に自分の前

にかかげ、班の中で順番に自己紹介をしていくというものである。 

今回の質問は、①「お名前、どこから来たか」、②「おにぎりの具といえば？」、③「私

ってこんなヒト？」であり、班そして会場の雰囲気を和ませることが目的である。 
 

・ステップ１：「10年間を振り返って」 

まず参加者全員にカードを３枚ずつ配る。県

民として「復興10年で、被災地ができたこと、

できなかったこと」をカード１枚につき１つの

ことを書いてもらう。３枚のカードは、すべて

「できたこと」でも、「できなかったこと」でも

かまわないし、３枚で足りなければさらに書い

てもらった。 

全員がカードを書き終えたら、班内で１人１

枚ずつ読み上げながら、模造紙の上に置いてい

く。この際、出された意見は、１枚ずつパソコン

に入力していく。また、出された意見で同じよう

な内容のものは、近くに集めて、最終的にできあ

がったグループごとに内容をわかりやすく書いた

タイトルをつけていく。 

このようにしてできあがった班ごとのまとめを

班の代表者が発表しながら、会場全体で意見を共

有する。 

班ごとでの自己紹介の様子 

出された意見はパソコンに入力していく 

自分たちの班で出された意見を発表する 
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・ステップ２：「将来に向けて」 

ステップ１と同様に参加者にカードを３枚ずつ

配る。このステップでは、県民として「被災地が

将来に向けて生かすべきこと、世界に向けて発信

していくべきこと」を書いてもらい、ステップ１

と同様に、班内で発表した意見は、パソコンに入

力しながら、まとめていき発表を行った。この段

階になると、ほとんどの人が打ち解け活発に意見

が出るようになった。 

また、この作業と並行するかたちで、ステップ

１の発表者に前に出てきてもらい、会場前面にプロジェクターで映し出したステップ１で

の各班のまとめを見ながら、会場全体の意見としてまとめあげていく作業を行った。 

 

・ステップ３：「まとめ」 

ステップ１のまとめは各班のステップ１の発

表者が行ったが、ステップ２のまとめは会場全体

で行った。会場前面にプロジェクターで映し出さ

れたステップ２の各班のまとめを見ながら、進行

役の同志社大学 立木 茂雄 教授とともに意

見を出し合い、同じ内容の意見をまとめて、内容

をわかりやすく表したタイトルをつけて地域の

まとめをつくりあげていった。 

その後、参加者に丸シールを配り、ステップ

１、２のまとめそれぞれについて５つずつ重要と

思われる意見を選び、順位付けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最後に 

ステップ１および２のまとめをプリンターで打ちだし、参加者全員に配布した。また、

総括ワークショップに出席する地域の代表を参加者の中から各班２名ずつ選び、ワークシ

ョップを終了した。 

代表者による会場意見のまとめ 

全員が参加して意見をまとめる 

ステップごとのまとめにシールを貼っていく 



 5

３）総括ワークショップの進め方について 

各地域の代表者が集まって開催した総括ワークショップは、地域ごとに班を編成し、以下

の手順で行った。今回も地域別ワークショップと同様に、各班に同志社大学文学部３回生の

学生が数名ずつ入り、班の作業の進行のお手伝いおよびパソコンへの入力作業を行った。 

 

・ステップ０：アイスブレーク 

最初に参加者がリラックスし、ワークショップに望む雰囲気を高めるために、地域別ワ

ークショップと同様にフリップ式自己紹介を行った。質問項目は、①「お名前、どこから

来たか」、②「お味噌汁の具は？」、③「私ってこんなヒト？」の３つである。 

 

・ステップ１：各地域の成果の確認（『10年間を振り返って』） 

まず自分たちの地域のまとめと模造紙に貼られて

いるカードを見ながら、誤字や抜けている項目がな

いか確認した。また、カードの内容と分類されてい

るグループのタイトルでおかしいものがあれば、修

正した。修正された内容は、各班のパソコン上でデ

ータへ反映した。 

 

 

・ステップ1.5：全地域のまとめ 

次に各地域で行った全体のまとめを会場全体、

つまり全地域で行った。各地域のパソコンで修正

されたデータを１つのパソコンに集約し、そのデ

ータをプロジェクターで会場前面に映し出しなが

ら、同じような意見はまとめて、タイトルをつけ

るという手順で行った。 

 

 

 

・ステップ２：各地域の成果の確認（『将来に向けて』） 

・ステップ2.5：全地域のまとめ 

ステップ２および2.5については、テーマを『将来

に向けて』とし、ステップ１および1.5と同様の手順

で、カードの見直し、修正などを行い、それをパソ

コンのデータに反映し、１つのパソコンに集約、会

場全体でのまとめという手順で行った。 

 

最後に、ステップ1.5および2.5で作成した全体のまとめで重要だと思われる項目を５つ

ずつ選び、丸シールで順位付けを行った。 

各地域での修正作業の様子 

旗を使って項目のタイトルを全員で検討した 

重要と思われる項目５つずつ投票を行った 
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３．各地域ワークショップのまとめ 

 

この章では、兵庫県内の５地域（淡路、阪神北、阪神南、神戸、明石・三木）で行われた

地域別ワークショップについて、ステップ１「震災後10年間を振り返って」とステップ２「将

来に向けて」の各班および全体の内容をまとめた。 

 

また、各地域で行われた順位付けの結果とカードの枚数をグラフ化し、各地域でどのよう

な意見の得点が高かったのか、またどのような意見が多く出されていたのかについてもまと

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各地域の参加者数とカード枚数 

日 時 地域・会場 参加者数 ステップ１ ステップ２

平成16年６月５日（土） 

14:00～17:00 

淡路地域 

東浦サンシャインホール 
42名

125枚 

(2.98枚／人) 

104枚

(2.48枚／人)

平成16年６月６日（日） 

10:00～13:00 

阪神北地域 

宝塚市西公民館 
44名

140枚 

(3.18枚／人) 

118枚

(2.68枚／人)

平成16年６月６日（日） 

14:30～17:30 

阪神南地域 

西宮市民交流センター 
44名

154枚 

(3.50枚／人) 

130枚

(2.95枚／人)

平成16年６月12日（土） 

10:00～13:00 

神戸地域 

県立神戸学習プラザ 
53名

216枚 

(4.08枚／人) 

155枚

(2.92枚／人)

平成16年６月20日（日） 

14:00～17:00 

明石・三木地域 

明石市立産業交流センター 
45名

126枚 

(2.80枚／人) 

104枚

(2.31枚／人)

合   計 228名
761枚 

(3.34枚／人) 

611枚

(2.68枚／人)
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１）淡路地域 

日 時：平成16年６月５日（土） 14：00～17：00 

会 場：東浦町立サンシャインホール／ホール 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１４：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１４：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１４：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   

        被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１５：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１５：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１５：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１６：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１６：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１６：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１６：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１７：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分） 

被災地が 

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

ステップ１、２の

両方について行う。
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・淡路地域ワークショップの様子 

会場の東浦サンシャインホール外観 緊張の中、ワークショップが始まった

アイスブレークでようやく笑顔が出始める 出された意見はパソコンに入力する

班で話し合った内容を発表する 代表者によるまとめ

全員参加での意見のまとめ 丸シールで重要だと思う項目に投票する
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：淡路地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（淡路地域）
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淡路地域の参加者42名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく11項

目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付

けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「住宅の復旧はかなり早く進んだが、昔の思い出の町

並みが消えた。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階では、「防災意識はめばえた

が、次の災害への準備は十分ではない。」、「地域のつながりは広がったが、震災を知らない人が増

え、つながりも一時に比べれば薄まりつつある。」を重要だと考えた人が多くなっている。 

 

また、「道路・橋は整備されたけれども、地域経済はまだ復興途上」という項目の中には、「経

済的な復興ができていない、店、小さい農家」や「事業が定着しなかった」など経済の回復が思

うように進んでいないという意見もある。さらに、「震災によって自然環境が破壊されつつあり、

汚染問題が生活面に影響を与えている」という項目の中には、「海岸線の海面上昇」、「社会成熟に

伴う化学物質」、「汚染物による地下水の汚れ」など自然環境への意見もあった。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：淡路地域のまとめ 
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将来に向けて（淡路地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく９項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「震災体験・復興体験の継承・発信をしていこう。」

に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階では、「災害に強いまちは住民と行政の対話が

基本になる。」、「ボランティアの受け入れや組織化を今後も充実させていくことが大切だ。」を重

要だと考えた人が多くなっている。 

 

また、「震災体験・復興体験の継承・発信をしていこう。」という項目の中には、「野島断層を永

久保存し、今後の研究に生かす。」というような淡路地域のみでみられた意見も含まれている。 

こ
れ
か
ら
大
切
に
し
て
い
き
た
い
人
生
の
価
値
を
考

え
て
い
こ
う
。 

こ
の
検
証
が
復
興
の
幕
引
き
と
な
ら
な
い
よ
う
に
。

安
全
・
安
心
で
美
し
く
心
豊
か
な
住
ま
い
や
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
。 

震
災
体
験
・
復
興
体
験
の
継
承
・
発
信
を
し
て
い
こ

う
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
組
織
化
を
今
後
も
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。 

災
害
に
強
い
ま
ち
は
住
民
と
行
政
の
対
話
が
基
本
に

な
る
。 

日
ご
ろ
か
ら
自
分
た
ち
で
で
き
る
備
え
を
実
践
し
よ

う
。 

住
民
同
士
・
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う
。

被
害
抑
止
策
、
被
害
軽
減
策
、
災
害
対
応
、
復
旧
・

復
興
策
の
す
べ
て
の
局
面
で
行
政
は
力
を
い
れ
て
ほ

し
い
。
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２）阪神北地域 

日 時：平成16年６月６日（日） 10：00～13：00 

会 場：宝塚市西公民館／ホール 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１０：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１０：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１０：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   

        被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１１：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１１：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１１：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１２：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１２：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１２：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１２：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１３：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

 

被災地が 
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・阪神北地域ワークショップの様子 

会場の宝塚市西公民館外観 まずはアイスブレークで自己紹介

カードの意見を発表しながらパソコンに入力 ステップ１でまとめた内容の各班からの発表

ステップ２と同時並行でステップ１のまとめ ステップ２についても各班から発表

ステップ２は全員でまとめを行った 丸シールを使ってまとめた意見に順位付け
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：阪神北地域のまとめ 



 25

震災後10年間を振り返って（阪神北地域）
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阪神北地域の参加者44名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく12

項目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位

付けを行った。 

上図をみると、順位付けがない段階では、「コミュニティ活動や市民同士のつながりが生まれ

た。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「ボランティア・ＮＰＯなどによる

市民力が高まった。」、「行政のできたこと、できなかったことの評価は様々であるが、市民活動支

援を活発にしてほしい。」、「震災の記憶が風化し、危機管理がうすれている。」を重要だと考えた

人が多くなっている。 

 

また、「心のケアが不十分である。」という項目の中には、「心のケア（特に子供、高齢者に対し

て）不足」、「地震に対する恐怖心がなくならない」など、心のケアはこの10年間では、まだまだ

不十分であるという声もあった。さらに、「経済の再建は難しい。」という項目には、「ハード面は

できましたが営業面では大変です。苦戦しています。」、「景気回復ができなかった」、「仕事の再建

はできなかった」など、心のケア同様に経済面でも苦労しているという意見が出された。 

被
災
者
の
視
点
で
取
材
が
で
き
た
。（
自
宅
実
家
が
被

災
） 

当
日
体
育
館
の
中
で
多
く
の
人
の
お
世
話
で
自
分
も

体
育
館
に
住
む
。 

経
済
の
再
建
は
難
し
い
。 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
で
き
た
。

自
助
は
達
成
さ
れ
た
が
、
互
助
は
進
み
つ
つ
あ
る
。

心
の
ケ
ア
は
不
十
分
で
あ
る
。 

防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
。 

10
年
検
証
を
き
っ
か
け
に
、
災
害
時
対
策
を
考
え
直

そ
う
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
市
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
た
。 

震
災
の
記
憶
が
風
化
し
、
危
機
意
識
が
う
す
れ
て
い

る
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
市
民
力
が
高

ま
っ
た
。 

行
政
の
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
評
価

は
様
々
で
あ
る
が
、
市
民
活
動
支
援
を
活
発
に
し
て

ほ
し
い
。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：阪神北地域のまとめ 
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将来に向けて（阪神北地域）

1

22

7

17

12 11

28

54

11

81.8%

(36点)
79.5%

(35点) 75.0%

(33点) 70.5%

(31点) 63.6%

(28点)

40.9%

(18点)

27.3%

(12点)

9.1%

(4点)
4.5%

(2点) 0.0%

(0点)

0

10

20

30

40

50

地

域

の

こ

と

は

市

民

が

考

え

行

動

す

る

こ

と

か

ら

出

発

す

る

。

そ

の

た

め

に

は

、

日

ご

ろ

か

ら

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

大

切

だ

災

害

に

強

い

ま

ち

づ

く

り

を

し

よ

う

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

振

興

、

サ

ポ

ー

ト

、

連

携

、

組

織

化

が

大

切

だ

地

域

の

中

で

の

ふ

れ

あ

い

や

助

け

合

い

を

さ

ら

に

深

め

つ

づ

け

て

い

こ

う

防

災

も

福

祉

も

行

政

・

市

民

の

協

動

が

基

本

だ

被

災

地

と

し

て

、

被

災

者

と

し

て

の

体

験

を

発

信

し

、

次

世

代

に

継

承

し

て

い

こ

う

国

境

を

超

え

た

防

災

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

作

り

に

市

民

も

か

か

わ

ろ

う

災

害

対

応

時

に

自

分

た

ち

が

で

き

る

こ

と

が

あ

る

被

害

抑

止

策

を

進

め

よ

う

被

災

地

も

す

で

に

復

興

は

し

て

い

る

の

で

プ

レ

バ

ッ

ク

し

た

い

と

思

う

が

昔

の

ま

ま

の

古

い

考

え

の

人

が

多

い

の

で

発

信

し

て

い

き

た

い

枚数(枚)

0

20

40

60

80

100

割合(％)

意見総数 参加者の投票率

・「将来に向けて」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく10項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「被災地として、被災者としての体験を発信し、次世

代に継承していこう。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「地域のことは市

民が考え行動することから出発する。そのためには、日ごろからのコミュニケーションが大切だ。」、

「災害に強いまちづくりをしよう。」、「ボランティア活動の振興、サポート、連携、組織化が大切

だ。」を重要だと考えた人が多くなっている。 

 

また、「災害対応時に自分たちができることがある。」という項目の中には、「食の確保、各家庭

で一人30食のラーメンを確保する。」というような具体的な意見もあった。 

被
災
地
も
す
で
に
復
興
は
し
て
い
る
の
で
プ
レ
バ
ッ

ク
し
た
い
と
思
う
が
昔
の
ま
ま
の
古
い
考
え
の
人
が

多
い
の
で
発
信
し
て
い
き
た
い
。

被
害
抑
止
策
を
進
め
よ
う
。 

災
害
対
応
時
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

国
境
を
超
え
た
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
市
民
も

か
か
わ
ろ
う
。 

被
災
地
と
し
て
、
被
災
者
と
し
て
の
体
験
を
発
信
し
、

次
世
代
に
継
承
し
て
い
こ
う
。 

防
災
も
福
祉
も
行
政
・
市
民
の
協
働
が
基
本
だ
。 

地
域
の
中
で
の
ふ
れ
あ
い
や
助
け
合
い
を
さ
ら
に
深

め
つ
づ
け
て
い
こ
う
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
、
サ
ポ
ー
ト
、
連
携
、

組
織
化
が
大
切
だ
。 

地
域
の
こ
と
は
市
民
が
考
え
行
動
す
る
こ
と
か
ら
出

発
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
。 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
。 
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３）阪神南地域 

日 時：平成16年６月６日（日） 14：30～17：30 

会 場：西宮市市民交流センター／ホール 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１４：３０  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１４：３５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１４：５５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   

        被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１５：３５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１５：４５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１５：５５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１６：３５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１６：４５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１６：５０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１７：２５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１７：３０  終了

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

 

被災地が 
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・阪神南地域ワークショップの様子 

まずは自己紹介でリラックス 各班で議論が白熱する場面も

ステップ１でまとまった意見を発表 身振り手振りで自分の班の内容をアピール

代表者によるステップ１のまとめ ステップ２についても各班で発表

ステップ２のまとめは会場全体で行った まとめた項目に順位付け
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：阪神南地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（阪神南地域）
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阪神南地域の参加者44名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく14

項目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思う意見を５つ選び、丸シールを用いて順位

付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「ほぼハードの復旧はできたが、まだまだなところも

ある。」に含まれる意見が３番目に多かったが、順位付けの段階では、「震災体験で得た意識が風

化して、備えや防災対策が不十分だ。」、「新しい産業の仕組みなどは生まれたが、経済の復興はこ

れからだ。」、「ボランティア精神のめばえ。」を重要だといった意見の方が上回っている。 

 

また、「景観や芸術文化、まちの復興が遅れている。」という項目の中には、「情操面で荒廃が感

じられる」という意見もあった。 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
は
向
上
し
た
が
、
新
し
い
ま
ち
で

は
不
足
し
て
い
る
。 

自
分
自
身
の
非
力
さ
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
。 

あ
る
程
度
自
分
で
食
事
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
に
高
齢
者
や
遺
族
へ
の
心
の
ケ
ア
が
で
き
て
い
な

い
。 

子
育
て
や
学
校
と
の
連
携
を
大
事
に
し
よ
う
。 

健
康
第
一
・
い
の
ち
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
。 

景
観
や
芸
術
文
化
、
ま
ち
の
復
興
が
遅
れ
て
い
る
。

震
災
の
経
験
を
発
信
し
、
復
興
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
み
出
し
た
。 

制
度
未
整
備
が
大
き
い
が
、
行
政
に
頼
ら
ず
自
ら
行

動
す
る
大
切
さ
が
実
感
で
き
た
。 

ほ
ぼ
ハ
ー
ド
の
復
旧
は
で
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
め
ば
え
。 

新
し
い
産
業
の
仕
組
み
な
ど
は
生
ま
れ
た
が
、
経
済

の
復
興
は
こ
れ
か
ら
だ
。 

防
災
意
識
は
向
上
し
た
が
、
今
後
の
災
害
に
対
す
る

備
え
は
ま
だ
ま
だ
だ
。 

震
災
体
験
で
得
た
意
識
が
風
化
し
て
、
備
え
や
防
災

対
策
が
不
十
分
だ
。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：阪神南地域のまとめ 
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将来に向けて（阪神南地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく13項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「災害に強い地域のつながりを強め、リーダーを育て

ることが大切だ。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「震災で得た経験や知

恵を風化させることなく、継承し発信し、お返ししていこう。」の方が上回った。また、カード枚

数が３番目に多い「県民が行政に望むことは、住宅を含む公的な支援システムをさらに充実させ

ることだ。」も順位付けの段階で、「普段からの地域の人の和やつながりを地域の財産にしよう。」

などの方が上回り、10番目になった。 

 

また、「車中心ではなく環境や芸術文化に配慮した人間中心のまちを作りたい。」という項目の

中には、「芸術文化に触れる機会づくりをする」、「芸術文化は地域の「力」です」という芸術文化

を育もうという意見や「子どもたちが自然に親しめる」、「地域の環境を美しくする」、「地球温暖

化を防止しなければ地球が危ない」といったような環境問題に関する意見もあった。 

防
災
は
自
助
・
公
助
の
役
割
分
担
が
大
事
だ
。 

家
族
の
絆
を
深
め
よ
う
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
こ
れ
か
ら
も
活
性
化
し
よ
う
。 

県
民
が
行
政
に
望
む
こ
と
は
、
住
宅
を
含
む
公
的
な

支
援
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
だ
。 

家
庭
で
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
が
あ
る
。 

車
中
心
で
は
な
く
環
境
や
芸
術
文
化
に
配
慮
し
た
人

間
中
心
の
ま
ち
を
作
り
た
い
。 

災
害
対
応
時
の
情
報
発
信
や
救
助
・
救
援
の
仕
組
み

を
さ
ら
に
良
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
。 

自
助
・
自
立
・
自
己
努
力
が
大
切
だ
。 

公
共
物
や
住
宅
の
耐
震
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

安
心
し
て
生
活
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な

い
。

防
災
は
自
助
・
公
助
の
役
割
分
担
が
大
事
だ
。 

震
災
で
得
た
経
験
や
知
恵
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
継
承
し
発
信
し
、
お
返
し
し
て
い
こ
う
。 

普
段
か
ら
の
地
域
の
人
の
和
や
つ
な
が
り
を
地
域
の

財
産
に
し
よ
う
。 

災
害
に
強
い
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
。 
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４）神戸地域 

日 時：平成16年６月12日（土） 10：00～13：00 

会 場：県立神戸学習プラザ／第４講義室 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１０：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１０：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１０：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１１：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分程度 
 

１１：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１１：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１２：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分程度 
 

１２：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１２：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１２：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１３：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

ステップ１、２の

両方について 

 

被災地が 



 44

・神戸地域ワークショップの様子 

齋藤副知事のあいさつで始まる アイスブレークで会場の雰囲気も和やかに

各班とも熱心に意見を出し合う どの班も負けじと熱のこもった発表が続く

各班の代表者によるステップ１のまとめ ステップ２でも引き続き熱心な話し合いが続く

参加者全員でのステップ２のまとめ 丸シールによる投票の様子
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：神戸地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（神戸地域）
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神戸地域の参加者53名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく12項

目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付

けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「一部では地域コミュニティや新しいネットワークが

広がっているが、新旧住民のつながりがまだ不十分である。」や「建物やまちの景観の復興に地域

差がみられる。」に含まれる意見が多かったが、順位付けの段階で、「防災への意識が高まったが、

減災への備えや防災意識を保ち続けることはまだまだできていない。」を重要だと考えた人が多く

なっている。 

 

また、「10年前は若かったが、住民の自治的なリーダーの育成が必要である。」という項目の中

には、「住民自治組織のレベルアップ」、「住民、自主防災のリーダーが不足している」あるいは「後

継者の教養をにらんだ住民自治活動。リーダーの責務。」というようにリーダーの資質や後継者の

問題をあげる意見もあった。 

震
災
の
と
き
に
、
励
ま
し
や
人
の
輪
の
大
切
さ
が
身

に
し
み
た
が
、
ま
だ
ま
だ
心
の
復
興
が
残
っ
て
い
る
。

住
宅
の
復
興
は
ま
だ
ら
模
様
。 

産
業
や
家
計
の
復
興
が
で
き
て
い
な
い
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こ
の
10
年
の
震
災
体
験
を
踏
ま
え
、
み
ん
な
頑
張
っ
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き
て
い
る
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10
年
前
は
若
か
っ
た
が
、
住
民
の
自
治
的
な
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。 

災
害
弱
者
と
い
っ
て
も
一
く
く
り
に
で
き
な
い
。
個

別
の
理
解
に
基
づ
く
ケ
ア
が
必
要
だ
。 

建
物
や
ま
ち
の
景
観
の
復
興
に
地
域
差
が
み
ら
れ

る
。 

震
災
の
記
録
と
記
憶
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
識
が
高
ま
り
、
活
性
化
し
、

個
人
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

防
災
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
が
、
減
災
へ
の
備
え
や

防
災
意
識
を
保
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
で
き

て
い
な
い
。

一
部
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
新
旧
住
民
の
つ
な
が
り

が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：神戸地域のまとめ 
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将来に向けて（神戸地域）
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が
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく８項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「災害に対する自助・共助・公助の組み合わせを強め

ていこう。日常が非常を支える。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「災害

時に弱者には特別な対応が重要だ。」、「１・17の体験を通し、今後も命の大切さを継承し、発信し

ていくことが大切だ。」、「様々な地域活動（ボランティア・ＮＰＯ・自治会・ＣＢ）がしやすくな

る環境を整えていくことが大切だ。」などを重要と考えた人の方が多くなっている。 

 

また、「こどものしつけは家だけでなく、地域もかかわろう。」という項目の中には、「家庭教育・

しつけ」、「子供に対する親の教育をもっと考えるべきだと思う」、「子供の教育にもう少し廻りの

大人が気をつける」といった教育問題を通して地域のまちづくりを考えていこうという意見もあ

った。 

様
々
な
地
域
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
自

治
会
・
Ｃ
Ｂ
）
が
し
や
す
く
な
る
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

早
く
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
ま
ち
に
し
た
い
。 

こ
ど
も
の
し
つ
け
は
い
え
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
も

か
か
わ
ろ
う
。 

高
齢
者
や
弱
者
の
多
い
住
宅
へ
の
様
々
な
支
援
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
。 

災
害
に
対
す
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
組
み
合
わ
せ

を
強
め
て
い
こ
う
。
日
常
が
非
常
を
支
え
る
。 

地
域
の
中
の
新
旧
・
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
や
き

ず
な
を
作
っ
て
い
こ
う
。 

１
・
17
の
体
験
を
通
し
、
今
後
も
命
の
大
切
さ
を
継

承
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。 

災
害
時
に
弱
者
に
は
特
別
な
対
応
が
重
要
だ
。 
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５）明石・三木地域 

日 時：平成16年６月20日（日） 14：00～17：00 

会 場：明石市立産業交流センター／研修室２ 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１４：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１４：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１４：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１５：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１５：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１５：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１６：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１６：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１６：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１６：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１７：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

ステップ１、２の

両方について行う。

 

被災地が 
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・明石・三木地域ワークショップの様子 

雰囲気を和らげるアイスブレークから開始 各班で熱心な話し合いが繰り広げられた

積極的に自分たちの話し合いの内容をアピール ステップ２と同時進行のまとめ

ステップ２でも熱のこもった話し合い ステップ２についても各班から発表

参加者全員でのステップ２のまとめ 最後は丸シールで投票
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：明石・三木地域のまとめ 



 61

震災後10年間を振り返って（明石・三木地域）
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明石・三木地域の参加者45名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大き

く10項目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて

順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「震災を機に復興支援ボランティア活動が始まり、ネ

ットワークがはじまった。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「家族や地域

の防災意識が芽生え、災害の備えが進んでいるが…。」が重要であると考えた人が多くなっている。 

 

また、「災害復旧や町並みの整備は進み、ビルや住宅ができたが、環状鉄道など、できなかった

こともある。」という項目の中には、「ポイ捨てが非常に多くて困ったが、婦人会組織で美しいま

ちづくりができた」など、地道な活動によりゴミの減量という成果が上がっているという意見も

あった。 

災
害
復
旧
や
町
並
み
の
整
備
は
進
み
、
ビ
ル
や
住
宅

は
で
き
た
が
、
環
状
鉄
道
な
ど
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
。 

C
O
2

を
少
な
く
す
る
た
め
に
太
陽
光
発
電
を
始
め
ま

し
た
。 

失
業
者
が
多
く
、
仕
事
が
な
く
な
っ
た
。
中
小
企
業

の
復
興
も
ま
だ
だ
。 

震
災
現
場
の
体
験
へ
の
思
い
が
今
も
あ
る
。 

家
族
や
地
域
の
防
災
意
識
が
芽
生
え
、
災
害
の
備
え

が
進
ん
で
い
る
が
・
・
・
。 

人
の
心
や
精
神
的
な
復
興
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

震
災
に
よ
っ
て
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
助
精
神
が
で
き
た
。

弱
者
へ
の
生
活
援
助
や
高
齢
者
福
祉
へ
の
取
り
組
み

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

非
常
持
ち
出
し
袋
・
心
肺
蘇
生
法
・
震
災
を
忘
れ
な

い
行
事
も
含
め
て
、
防
災
や
安
全
対
策
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。

震
災
を
機
に
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
は
じ

ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
は
じ
ま
っ
た
。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：明石・三木地域のまとめ 
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将来に向けて（明石・三木地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく８項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「防災が効果的であるためには、自助・共助・公助の

組み合わせが大切だ。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「ボランティア精

神を風化させずに、人間関係を大切にしていく感謝の気持ちを忘れないでいよう。」、「震災体験や

教訓を忘れずに、次世代や世界に伝えていこう。」などの方が重要だと考えた人が多かった。 

 

また、「外出困難な人達が自由にまちに出て行ける環境を整備しよう。」という項目の中には、

「外出困難な人達にとっての交通手段の確保などをしていく」、「外出困難の人達にとってのバリ

アフリーの強化をする」といった社会的弱者に対する配慮をしていくべきだという意見もあった。 

地
域
の
中
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
多
様

な
交
流
を
広
め
て
い
こ
う
。 

外
出
困
難
な
人
達
が
自
由
に
ま
ち
に
出
て
行
け
る
環

境
を
整
備
し
よ
う
。 

災
害
に
強
く
地
域
の
景
観
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
・

都
市
環
境
整
備
を
県
民
は
求
め
て
い
る
。 

地
域
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
県
民
と
行
政
の
参

画
と
協
働
が
重
要
だ
。 

防
災
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
組
み
合
わ
せ
が
大
切
だ
。 

災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
発
信
し
て
い
こ
う
。 

震
災
体
験
や
教
訓
を
忘
れ
ず
に
、
次
世
代
や
世
界
に

伝
え
て
い
こ
う
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
風
化
さ
せ
ず
に
、
人
間
関
係

を
大
切
に
し
て
い
く
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

い
よ
う
。 
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４．総括ワークショップのまとめ 

日 時：平成16年７月４日（日） 14：00～17：00 

会 場：人と防災未来センター ５階 

 

１４：００ はじめに 

 （５分）  ・主旨説明 

       ・進め方の説明 

 

１４：０５ ステップ０ 

 （10分）  ・アイスブレーク 

 

１４：１５ ステップ１ 

 （25分）  ・各地域の成果の確認（『10年間を振り返って』） 

        ～各地域のまとめを見ながら、ふさわしくない分類、誤字等を修正する～ 

 

１４：４０ ステップ1.5 

 （50分）  ・全地域でのまとめ 

        ～全地域の意見として会場全体で議論しながらまとめ、 

                  重要と思われる項目５つを選び投票する～ 

 

１５：３０ ～休憩～ 

 （10分） 

 

１５：４０ ステップ２ 

 （25分）  ・各地域の成果の確認（『将来に向けて』） 

        ～各地域のまとめを見ながら、ふさわしくない分類、誤字等を修正する～ 

 

１６：０５ ステップ2.5 

 （50分）  ・全地域でのまとめ 

        ～全地域の意見として会場全体で議論しながらまとめ、 

                  重要と思われる項目５つを選び投票する～ 

 

１６：５５ 最後に 

 （５分） 

 

１７：００ 終了 

部会長の代表による

コメント 

各部会長も一緒に作業を

する 

各部会長も一緒に作業を

する 
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・ステップ１：各地域のまとめ 



 69

 



 70

 



 71

 



 72

 



 73

・ステップ１：総括でのまとめ 
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総括ワークショップの参加者51名と検証部会長等６名を加えた57名で「震災後10年間を振

り返って」をまとめ、順位付けを行った結果は上図のようになった。 

その結果、「地域のつながりは広がったが、新旧住民のつながりや子育て支援などでも、こ

れからのリーダーの育成が課題だ。」、「防災意識はめばえたが、次の災害への備えは十分でな

く、防災教育も大切だ。」、「震災の体験への思いを生かしながら、記録と記憶を伝えなければ

ならない。」の３項目がいずれも44点で、参加者の77.2％が投票している。 

一方、意見数でみると、最も多いのは、「地域のつながりは広がったが、…」（172枚）、つ

いで「防災意識はめばえたが、…」（150枚）、「道路などの復興整備事業は進んだが、まちの

景観の復興に地域差がみられる。」（139枚）となっている。 

また、投票数でみた上位３項目のうち、「地域のつながりは広がったが、…」と「防災意識

はめばえたが、…」では、その中に含まれているほとんどの項目が、各地域で上位５位以内

の投票数のもので構成されているが、「震災の体験への思いを生かしながら、…」については、

各地域の投票では５位以下だったもので構成されている。 

各項目にどの地域の意見が含まれているかでみると、投票数の上位３項目と「新しい産業

の仕組みなどは生まれたが、経済の復興はこれからだ。」および「震災のときに、励ましや人

の輪の大切さが身にしみたが、今でも心のケアを必要とする人がいる。」には全地域の意見が

含まれ、関心の高さがうかがえる。
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・ステップ２：各地域のまとめ 
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・ステップ２：総括でのまとめ 
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総括ワークショップの参加者51名と検証部会長等６名を加えた57名で「将来に向けて」を

まとめ、順位付けを行った結果は上図のようになった。 

その結果、投票数が最も多かったのは、「災害に対する自助・共助・公助の組み合わせを強

めていこう。日常が非常を支える。」（98.2％、56点）、ついで「今回の検証が復興のまく引き

とならずに、震災で得た経験や知恵を風化させることなく、継承・発信していこう。」（84.2％、

48点）、「ボランティア活動の振興、サポート、連携、組織化が大切だ。」（80.7％、46点）と

なっている。 

一方、意見数でみると、最も多いのは、「災害に対する自助・共助・公助の…」（152枚）、

次いで「地域の中の人と人とのつながりを深め、多様な交流を広めていこう。」（151枚）、「今

回の検証が復興のまく引きとならず、…」（113枚）と、これらはいずれも100枚以上の意見が

包含されている。 

また、投票数の上位３項目においては、「10年間を振り返って」とは異なり、各地域の上位

５項目との関係は明確にはみられなかった。 

各項目にどの地域の意見が含まれているかでみると、「これから大切にしていきたい人生の

価値を考えていこう。」を除いて、どの項目にも各地域の意見がほぼ均等に含まれている。
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・総括ワークショップの様子 

齋藤副知事のあいさつとともに開始 まずはアイスブレークから

すぐに熱心な話し合いが始まった 旗を使ってのステップ１のまとめ

続いてステップ２でも積極的な意見が飛び交う 各地域とも時間を忘れるほどの話し合いが続く

再び旗上げによるまとめ 丸シールで重要だと思われる意見に投票
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参考資料 
（アンケート結果） 
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アンケート結果 

○阪神南地域（８名） 

１．ワークショップに参加された感想や、ワークショップの運営などについて今後、改善すべき

と思われる点があればお書きください。 

・短時間ですべてのまとめができたこと。参加してよかった。 

・町からの指名で参加しました。ワークショップについて学んだことが老人大学や地域の中で活

かせてゆくことに喜んでいます。 

・健康とか文化といった分野ごとにグループをわけて具体的課題（あらかじめ拾いあげておく）

について検証していく手順の方が意見を出しやすいと感じました。 

・部会によってテーマの検証をするのかと思った。（健康福祉部会なら、そこから震災を考えてい

く。）参加者の震災への思い等を聞きたかった。 

・ワークショップで発言中に何度もマイクが入るので、他の人の意見が聞き取りにくい。早くし

ろといわんばかりの進行でせからしいワークショップだと思った。初めてワークショップに参

加する人にとってあまりいい雰囲気とは思わない。グループごとにパーティションを設置する

など会場にもう少し工夫がほしい。 

・みなさんとともに意見を出し合いましたので、楽しく参加できました。 

・５、６名での作業の方がよいと思います。 

 

２．復興10年で被災地ができたこと、できなかったことや将来に生かすべきことについて、ワー

クショップでは十分出せなかった意見等があればお書きください。 

・健康福祉の視点から、身障者やお年寄り、赤ちゃんをかかえている家族は、どうあるべきか。

東浦町では、上記の方々の生きがいづくりに「ふれあいサロン」を各地域で開いてコミュニケ

ーションをはかっている。 

・震災はそれまでのまちづくり、人づくりが問われてくる。人にやさしいまちづくりの中には障

害を持つ人たちも入っている。保健・福祉部会の中には高齢者はあっても、障害者はない。少

数者である障害を持つ人たちが町の中で生きていける環境にあるかどうかが、すべての人にと

って暮らしやすい町かどうかにつながっているのではないか。震災に強いまちづくりの大きな

ヒントになると思う。 

・他にも同じような学校もありますが、震源地の淡路高校は、避難地となり学校は休校の上、当

時の３年生になる生徒達は人生において想い出の修学旅行をしておりません。休校の間も一生

懸命ボランティアをしていました。いつかできなかった修学旅行がかなえられたらと願います。 

・なし。 

 

３．その他、復興10年総括検証・提言事業に関することや震災への思い、震災復興についてのご

意見、ご感想など、ご自由にお書きください。 

・震災後、地滑りのあった個所や海岸あたりの地価が下がり、売れない。地価の問題も解決しな

ければ本当の復興につながらないのでは。 

・復興10年の取り組みと成果をとりまとめタイムカプセルにして次の世代に送るようにしてはど

うですか。 



 88

・将来、起こるかどうかわかりませんが、情報の提供を充分にしてほしい。記録の保存もよろし

く。 

・古い昔ながらの木造家屋が悪くなり、まちの景観が落ち着かなくなったので、今、残っている

家屋などは今後、大切に守ってください。 

・復興事業を早くしてもらいたい。 
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○阪神北地域（23名） 

１．ワークショップに参加された感想や、ワークショップの運営などについて今後、改善すべき

と思われる点があればお書きください。 

・今回のワークショップで会場の皆様の声が、メモ書きに反映されて、大変よかったと思う。参

画と協働、まさにその通り。時間的余裕を持って討議してほしい。 

・学生さん方の運営・協力がスムーズでよかった。話し合いのテーマ説明が不足。 

・参加して大変よかった。 

・assistant達の能力が不足!!事前にもっと勉強しておくべき!! 

・初めてだったのでわからない。 

・今回はどのように人選されたのか。各グループともにすばらしいメンバーであった。 

・面白かった。 

・時間が少し短すぎる感じを持ちました。 

・設問に対する意見とは、異なりますが、様々な主旨の違うイベント・ワークショップに参加さ

れる人がほとんどいつも同じ顔ぶれ（このような活動に参加しなくても自主的に活動している

人が多い）なので、まとまった結果が本当に市民の意見、考えを反映しているか疑問が残る。 

・ワークショップで出た意見をどのように活かしていかれるのか？ 

・スピーディーな作業でスムーズにいった。10年前が改めて思い出され、体験したことの強さを

感じた。会として楽しくできた。 

・時間もほぼ定刻通りに進みよかったと思います。あえていうとすれば、プロジェクターの表示

がもう少し大きく表示できればよかった気はします。 

・各地域に細分化し、幅広い意見をまとめて、当ワークショップに参加するのがベターだったの

では！ 

・充分に活かしてほしい。 

・参加してみなさんの意見が聞けてよかった。大変勉強になりました。 

・スクリーンの字が小さいのでわかりにくい。 

・事前に方法の連絡はあったが、主旨の説明を作業の確認のためにもあったほうがよいと思った。 

・今回は初めて参加させていただきました。 

・参加者の方々との震災に対する様々な思いを聞かせてもらって、共通の意見の多かったと思っ

た。 

・会場の都合もあると思いますが、10～13時は時間が中途半端だと感じました。 

・少ない時間で、多くの意見があり、グループに分ける作業が大変であった。 

・時間が少なかったのが残念。 

 

２．復興10年で被災地ができたこと、できなかったことや将来に生かすべきことについて、ワー

クショップでは十分出せなかった意見等があればお書きください。 

・震災被災前１年前より、火災対策のため防災組織を立ち上げていたことにより、震災後、復興

がいち早く完成した。（宝塚市売布地区） 

・地域の協力体制づくりが多数の人に述べられているが、避難所での人々が、事態の起こった時
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点では、みんなが協力しているように見えたが、数日経ったくらいから人々のエゴが出だした。

救援物資でも我先に取ってしまうことがないように。 

・様々な復興支援が県からの助成で行われたが、すべての助成金は半額補助であった。ボランテ

ィアの知恵と力を集めての事業であるので、せめて２／３補助にすべきでないか。 

・別になし。 

・救援活動、ボランティア活動をスムーズに行えるように、危機管理システムの充実が必要。 

・フェニックス事業を通じて地域で理解されたと思っていたのに意外だったと、現時点ではくや

しく思っている。 

・行政側だけがコントロールするのではなく住民と対等な立場で事業、etcを進めていくのが

betterと思います。 

・ボランティアをしたいという思い、物資の提供が自己満足？にとどまっているのではないかと

いう反省がある。客観的にそのような点についての評価を知りたい。 

・私事ですが、去年、大病をしました。突然だったことで私には震災が来たのと同じです。立ち

上がるために多くの方の応援をいただきました。仲間の大切さ、人の大切さを痛感しています。 

・交番の話。県警、県行政の回答が明確でない。 

・地域によって温度差があるのでそれを踏まえた。活動を展開していかなければならないと思う。 

・いざとなった時にそれだけ活動ができるか。 

・将来、来るであろう東南海地震に備えて一層の啓蒙運動を公民で行うべきと考える。 

・一人暮らしのお年寄りへの心のケアの必要性。 

・防災、防犯組織の確立をおこなう。情報の伝達が一番大事→末端にいかにして伝えるかを考え

るべき。 

 

３．その他、復興10年総括検証・提言事業に関することや震災への思い、震災復興についてのご

意見、ご感想など、ご自由にお書きください。 

・恐怖を持つのではなく、常に防災意識を持つ近隣小グループによる組織づくりが大切。我々は

この組織づくりにより、県第１号再開発ビルがスムーズに完成したことを自負に思う。 

・幸いにもわが家は、コンクリート造であったがため、被害は僅少であり、近くの小学校に朝早

くからお手伝いに行きました。行政の対応は、救援物資が届けられたが、私たちでお釜と湯を

わかし暖め皆様にお配りした。300～400人の被災者にパン等物資を配ったが、その場にリーダ

ーシップを取る人がおられ、まことにうまくいきました。テントの中でも皆様が家族のように

味噌汁等食事をとり、廃材を切断して、暖をとってもらった。最後まで残った人に母子家庭の

人が家はつぶれ、住む家がない、この地域に住みたいが資金がないと途方に暮れていた人がお

られたのが気にかかった。 

・どのような形で集められた参加者かわからないが、検証・提言事業にどの程度深みあるものに

なるかどうか不明である。復興住宅や、仮設住宅の現況、震災当時の様々な反省など、深く、

幅広い見地から検証する必要があるのではないか。積極的にボランティアに参加できた人たち

だけの意見ではよいものにならない。 

・ワークショップで各グループのまとめたことを文書にて報告してほしい。 

・心のケアの問題が大きくなっているように思えました。 
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・急には考えられない。 

・震災時に一刻の感情で対応しない。 

・十年一昔といいますけれど、震災のことは忘れています。次に来る南海地震に向かって、考え

ていかなければならないと思う。 

・防災へ向かって、人的、物的被害を着実に減少させていくべきだと思います。 

・命の大切さを大きく感じたこと、生きる力（復興力）の強さ、またいざという時の地域の助け

合いがマンザラでもない、捨てたものではないと思った。 

・山手住宅へのバス運行。売布神北駅前再開発で駅前が整備された。 

・震災時に活動していた方と久しぶりに会うことができて、前向きな意見発表ができてよかった。 

・命の大切さを伝え続けてほしいと思います。被災者としての立場から、もっと備えもしっかり

していきたいと思いました。 

・仮設住宅が遠隔地にでき入居者の利用がつかみにくいところがあった。一時的なものなので被

災地にいるほうが地力（民力）の復旧には有効ではなかったかと思う。 

・震災時、震災後に自分で何もできなかったのではないかと反省している。 

・ご苦労様でした。 
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○阪神南地域（18名） 

１．ワークショップに参加された感想や、ワークショップの運営などについて今後、改善すべき

と思われる点があればお書きください。 

・ボランティア精神だけでは継続はできない。でも大切なのは心なので難しいところだと思いま

す。 

・先生、学生の指導力がよく、まとまったと思う。 

・もう少し拾いスペースで。 

・非常によい運営だと思います。行政が開催する会は、どうしても高齢者が多いので、今回のよ

うに学生さんが入ることで、フレッシュな気持ちで参加できた。 

・各班10人では少ない、20人くらいにしてはどうか。人選も広く各界より選ぶこと。 

・アナログとハイテクを見事に融合し、なんだかすばらしいものができた気がする。が、表面的

すぎる気がする。 

・特になし。時間が長かったように思う。 

・学生のキビキビした態度に好感が持てた。 

・初めてなので特にありません。 

・震災体験者同士の集まりだったので、お互いに共通理解がすぐにできたことがよかった。 

・初めてワークショップというやり方を体験しましたが、大変気軽に意見をいうことができまし

た。運営された先生、学生さんに感謝します。 

・意見を考える時間があまり取れなかったので、事前に考えをまとめてくればよかったと思う。

（予習をさせる）本日まとめたものに追加意見などを提起するしくみ（復習のしくみ）があれ

ばよいのでは？（まとめるのが大変？） 

・初めての参加で何かわからず、皆様の一生懸命さについていくのがやっとでした。 

・３時間の時間が短く感じた。 

・事前によく準備されていたので、みんなの意見がスムーズに出すことができた。ＰＣで情報が

早くまとめられて共有化（全員で）することができてよかった。 

・地域の方々のいろいろな意見を聞くことができ、とてもよいワークショップになったと思いま

す。学生のみなさん、ご苦労様でした。 

・お世話をしてくれた学生の方には感謝しています。もう少し時間にゆとりがあればと思いまし

た。 

・さらに多くの人が必要か。 

 

２．復興10年で被災地ができたこと、できなかったことや将来に生かすべきことについて、ワー

クショップでは十分出せなかった意見等があればお書きください。 

・ハード面ではすごい発展だと思います。 

・二重の借り入れ、経済低迷により家庭、企業は、まだまだ苦しんでいるので、震災による既存

借り入れに対する支援を継続、打ち切った施策の復活をしてほしい。 

・十分出しました。 

・特定疾患者に対する医療、食事対応の充実ができていない。（私の子供ですが、インスリン依存
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型糖尿病でインスリンの確保、食事食材の確保（常に必要があるため）） 

・国民全員に防災教育の徹底を図るべき。 

・特になし。 

・自分なりの意見は発表できた。 

・やはり被災地以外の、市・町の応援体制が充分でなかったこと。 

・他のグループからも意見として出ていましたが、自助、公助、共助の役割分担、しくみづくり

がますます重要であると感じました。 

・全体に再建されたが、人の心のケアもこれからのところもあるように思います。 

・被害程度の温度差が防災活動の温度差になる。 

例：室内の家具が倒れなかった家庭と倒れた家庭では恐怖感や家具の固定に差が出る。 

・行政が主導する復興事業に住民も参画し、ともに計画段階からつくっていくシステムが大切で

ある。上からの指示、トップダウンからボトムアップになるよう、徐々に変わってきたと思う。 

 

３．その他、復興10年総括検証・提言事業に関することや震災への思い、震災復興についてのご

意見、ご感想など、ご自由にお書きください。 

・さすがｍｉｎｄ ｉｎ ＪＡＰＡＮだと思います。他の国ではこれだけの復興は無理だと思いま

す。 

・よい検証で記録にしてください。 

・けっして、祭りだけではだめであり、次世代及び世界へ発信できるものにしてほしい。 

・官民の一体感をさらに強くし、悲しい思いを風化させないようにいい伝えていく。自助努力が

できる人間形成（教育）が必要。 

・＜１／17＞を未来永劫、伝承の必要あり。やはり戦災と震災との担い方が違うので。 

・県の復興10年の事業が、充実したもの、全国、全世界へ発信できる取り組みとなるように期待

しています。 

・被災した地域住民に限らず、ボランティアなどで支援をした人の意見なども取り混ぜて、何が

起こり、何が必要とされ、今後どうすれば、よいのか？を定期的に検証・発信するしくみづく

りが必要では？今回の震災に限らず、いくつかの災害体験者をミックスすることの必要。 

・10年経つと忘れかけたところがあり、新しい人たち、若い人たちにまた思い出せる風化しない

ように残してほしいです。 

・いろいろなところで復興事業、支援が行われているが、情報がまだ一部の人にしか伝わってい

ないのが、残念。県民の意識、啓発をもっと進める。 

・実際に、被災した者にとって、一生忘れることのできない体験をし、大切な家族を丑内、この

思いを風化しないよう、これからも次の世代にいい伝えられたらと思います。 
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○神戸地域（13名） 

１．ワークショップに参加された感想や、ワークショップの運営などについて今後、改善すべき

と思われる点があればお書きください。 

・初めての参加でしたが、会の流れが速くて慣れてきた頃に終わった。最後のまとめが終わった

時点で、全員に確認、質問の時間がなかったように思う。 

・「市民の意見を代表する」ということから考えれば、参加メンバーは統計的な手法で選んだ方が

よいのではないでしょうか。 

・このテーマをこの手法でやるには時間不足。 

・ワークショップに関する技術進歩には、目をみはるものがありました。しかし、毎回、同じこ

とを感じるのですが、意見を汲み上げる手っ取り早い方法であっても、参加者の交流にはなり

ませんね。同じメンバーで３回くらいにわけてプログラムを組めば、もっと面白い中身の濃い

ものができるように思います。 

・即座に集約結果の出るシステムに、時代の進展の早さに改めて遅れを知った。 

・よかったです。学生さんも、みなさんの意見を出すためによくがんばっておられたし、ソフト

もよかったし、流れもよかった。時間が延びたのは、ソフトが少し、この形式に合わなかった

ためと思いましたので、改善提案をお渡ししときました。 

・要望は特にありません。多々、参考になる点がありました。ありがとうございました。 

・震災を経験された多くの方のいろいろな意見を聞くことができ、よかった。 

・全面復興を心から願って、少しでも多くの意見を聞きたかった。もう少し広い会場、少人数を

希望します。 

・自分の思いと他の人の思いはどの点が違うかを知りたいと思い参加しました。ワークショップ

の運営がわからない人があるので、初めに具体的な説明が必要（ポストイットの使い方）。 

・災害に備えて、また被災地として、今回のようなワークショップはとても意義がある。みんな

が熱心に討議した。 

・自分の強い思いがグループの人にわかってもらえないのか、長々と話をする人がいて進行をさ

またげている場合がある。 

 

２．復興10年で被災地ができたこと、できなかったことや将来に生かすべきことについて、ワー

クショップでは十分出せなかった意見等があればお書きください。 

・大切だと思われる意見に関しては、少々の説明があってもいいと思う。十分に意見が出せる雰

囲気ではなかった。 

・復興のまちづくりでは、「安全・安心」が大きな目標になっていたように思いますが、「共生」

や「多様性」への配慮が少なくなると個人エゴや地域エゴといったところへ、また逆戻りする

ような気がします。いずれにしても「安全・安心」は、大切だが、あまり前向きの標語とは思

えない。そろそろ見直す時ではないか。 

・震災の原因、地球温暖化の取り組みを強調すべきだった。身障者への声かけ運動の活動不足を

身に沁みて感じました。 

・もっと住民主体となった…というか、住民の参加できる活動ができれば、もっといいと思いま
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す。例として、金沢の美術館創立に、ものすごく住民たちが関わって、いい形ができているの

をＨＰで見ました。ほんとにすばらしく、ぜひ神戸、兵庫もそうなってほしいので、よかった

ら、ごらんいただけたら幸いです。 

・災害用としてそれぞれ安全帽、スニーカー、ラジオ付、ブザー付の大型電器を用意することを

教育すること。在校中の児童、生徒用に安全帽を用意する。 

・震災復興基金があることにより活動できた。今後は、人材育成のための資金が必要である。 

・元の住所に戻れない人たちが生きている間に希望をかなえてあげたい。主婦でも有意義に生き

る活動に参加し続けたい。 

・少数意見も大切に思う。 

・同じようなことでも個人差・地域が多く反対意見が多い。 

 

３．その他、復興10年総括検証・提言事業に関することや震災への思い、震災復興についてのご

意見、ご感想など、ご自由にお書きください。 

・大切な意見もたくさん出た。「震災時に弱者には特別な対応が重要だ」という項目に「震災で障

害者となった弱者…」はひとくくりにならないと思う。別問題だと思う。 

・近所の人、友達の中で「人と防災未来センター」を見学した人が少ない。これを見学すること

が防災の出発点になるような気がする。 

・検証することは重要であるが、それが目標ではないという自覚をみんなが共有しなければなら

ない。検証から導き出された新しい地域社会像に向けてプログラムをつくるスタートにならな

ければ検証の意味はない。 

・罹災３度、その都度、復興の短縮に力強さを感じました。 

・今回、いろいろとメモをとることが多すぎて、すぐに浮かびませんが、私は、“ありがとう神戸”

という郵便や地域で全国にお礼をいう活動が好きでした。まだまだお礼を返しきれていないと

思います。これからも、全国に対し、その気持ちを持ち続け、返せる組織をつくってください。 

・いろいろな人に十分に理解してもらえる場を今後も続けていってほしい。 

・児童・生徒の心のケアのための復興担当教師を文部省の予算でなくした。まだ何年か必要と思

う。 

・災害に備えて平素から、救急、消火などの訓練が必要である。 
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○明石・三木地域（13名） 

１．ワークショップに参加された感想や、ワークショップの運営などについて今後、改善すべき

と思われる点があればお書きください。 

・全体の進行について、最後まできりりとした中だるみもない、それかといって暗い雰囲気でな

い、笑顔の中で真剣なまなざしで時間に追われたりしましたが、２部からは進めることが理解

でき作業ができました。講師、学生さんまでチームワークのよさに乗せられました。 

・ワークショップの進行はすばらしかった。学生さんの協力には驚きました。時間をかけて話し

合ってみたい。 

・短時間でうまくまとめられたのには感心しました。 

・初めての体験で大変とまどった。三木市の方と交流できてよかった。 

・２部の将来のところは、その前にワンステップが必要ではなかったかと思われる。 

・問題処理等にスピード感があってよかったと思う。 

・参加させていただき、よい勉強になり新たに考えさせられました。 

・本日、参加してよかった。 

・初めての体験だったが、いいことだと思うので、がんばってほしい。 

・ワークショップに参加するのは、初めてですが、有意義に参加できました。 

・初めてのことですごくとまどったが、こんな方法で意見をとることができるんですね。 

・復興について、年２回程度、このような会合を継続すべき。 

・初めての参加で、いろいろな意見を聞かせていただきましたが、進め方はとてもよかった。う

まくスムーズに運営されていて感心しました。 

・時間の取り方がよかった。 

・進め方はよかったが、部屋が少し狭いようです。 

・非常によかったと思います。いろいろな方法もありますが、わかりやすく、また早くまとめら

れてすばらしい。 

・スペースを広げたほうがよい。内容が多すぎるので絞ったほうがよい。 

・ワークショップはこれで２回目です。前回よりも（前回は福祉関係）、今回のほうがスタッフの

皆様のリーダーシップがすばらしく、短時間ですばらしい提案が出て大変よかったです。学生

のみなさんは感じがよく、すばらしい若者たちに出逢えてよかった。 

・楽しく参加できた。今後も時間があれば参加したい。（具体的な説明がやや乏しい。） 

・見ず知らずの人とわいわいやるのが楽しかった。 

・部屋が狭かった。 

・初めての経験で和やかにでき、よかったです。 

・初めての参加で運営方法としては、楽しくとても有意義でした。 

・ステップ１、２であるが、細かく分けて。詳細な議論を行ってもよいのでは。 

・班内の意見のとりまとめの時間が不足するため、時間配分を考えてほしい。 

・各種団体、各年代別により、もう少し人数を集めてすること。 

・立木氏の進行がそつなく進み、学生さんの協力のもと、有意義な時間でした。 

・参加された方は、積極的なご意見をお持ちの方ばかりで、学習が楽しかったです。 
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・部屋が狭い。学生リーダーはよかった。 

・内容が盛りだくさんで、すごく忙しかった。 

・３時間は、長いようで短いですね。時間はこれくらいが適当だと思います。 

・時間がやや長い。 

・初めてこのような席に出席しましたので、わかりづらく、困りました。思い出して文章化する

ことは難しい。 

 

２．復興10年で被災地ができたこと、できなかったことや将来に生かすべきことについて、ワー

クショップでは十分出せなかった意見等があればお書きください。 

・10年を振り返って、自分がその時期に何をやったか、何に取り組んだかと考えたが、1人では何

もできなくて地域の人との連携で進めてきたことを振り返るだけでなく、将来へこれからの世

代の方や実体験のない方にも伝えていくことが大事だということもこのワークショップで学び、

その資料が手元にあり、復習できることに感服した。 

・ボランティアに参加したこと、していること、継続が大事だということ。 

・人の流出を復興作業の一環として防止してほしい。 

・核家族のきずなをどう考えるべきか。 

・環境問題を取り入れた意見が出てこなかった。 

・別になし。 

・身近な人と人とのかかわり、もう一度、昔の隣保活動に近い人間関係が生まれるように努力し

たい。 

・カードにも記入しましたが、ボランティア活動をより進めていきたい。 

・人の心が非常に温かく感じられるようになった。この気持ちがいつまでも続けられますように。 

・高齢化に伴い、高齢者、（経済的な）弱者に対する行政のサービスが、まだまだできていないと

思います。独居老人の死（何日も経たないと死がわからない）など、心寂しいことが聞こえて

まいります。行政はもっと有形無形へも心配りが大切だと思います。 

・自分たちで地域性を取り入れたまちなみ景観を生かすアドバイザーを育成する。 

・とくになし。 

・防災に対する意識をいつまでも持続させるためにどうすればよいか。時の流れとともに風化し

ていく。 

・ライフラインの大切さを充実させてほしい。行政とボランティアの一体化。 

・風化する市民、県民への啓発が必要である。自分の生活以外は、関心が少ないため、もっとＰ

Ｒすべきである。 

・自治体は財政難で大変でしょうが、助成金の継続をお願いします。 

・世代間交流ができたらよかったと思います。 

・災害時のボランティア拠点をつくることを常に考えておくことが大事である。 

・多くのボランティア団体ができ、10年を期に助成金等が少なくなると思います。ぜひともこの

点を考えていただきたいです。 
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３．その他、復興10年総括検証・提言事業に関することや震災への思い、震災復興についてのご

意見、ご感想など、ご自由にお書きください。 

・ちょっと外れるかもしれませんがある報道番組で次のような災害の時、責任者の一人としてあ

なたはどちらを選びますかということでした。 

①病院の事務方で、自分の病院で診察が終わり、患者の状態から他の病院へ転院してもらうよ

うに患者さんにも了解を得て、ロビーで椅子に掛け、待ってもらっていました。そこへカメ

ラマン（報道）が椅子に掛けている患者さんの写真を撮り始めた。病院事務方のあなたはど

うする。  撮影を許す  撮影させない 

②避難者が300人います。しかし、食料の調達は200人分です。100人分が不足しています。ここ

でのまとめ役のあなたは  配布する  配布しない 

③被災者用仮設住宅の資材調達ができました。これで９割の方に割り当てることになります。

しかし、建設用地の確保ができていません。そこで公立学校の運動場を使いたいと要請があ

ったことが判明した。その時、あなたは 運動場に建設 運動場に建設反対 

３つの事例を紹介いたしました。震災についての様々な研修に幅広く事例を出し、予備知識

としてみなさんと会話を進めてはと思い、的違いかもわかりませんが記載しました。 

・もう震災がないことを祈ります。 

・戦後の教育に疑問を持っている。体験者（震災だけでなく、戦災、人災も含め）、生存者が少な

くなっているので、記録を残してほしい。 

・災害を風化させず、次世代へ伝承できればと思います。 

・消防団活動の体験を忘れないようにしたい。 

・少子化、高齢化の中、解決する問題があるように思われる。 

・地震に対する予知、予報、正確な情報および啓発をお願いします。 

・震災時のそなえをしておかなければと改めて考えさせられました。 

・震災は体験したが、もっと地域に根強く発信してほしい。 

・本年は、震災復興10周年。より盛り上げていきたい。 

・県民参加のこのような試みは、進めるべきである。 

・特になし。 

・行政の素早い支援活動組織ができているのか？特に独居老人への。 

・三木市は、老朽木造家屋が多いが、大規模地震が心配。 

・震災が風化しないように、体験を通して、伝えていきたい。地域を通じて心の通ったまちづく

り、人づくりを心がけていきたい。 

・メモリアルウォークは今後、続けてほしい事業です。 

・災害を受けた者は、動くことができない。自分のこと、身内のことでいっぱい。落ち着かない

と他の人のことはできない。 

・この意見が、今後、県政等にどのような形で反映するのかがわかりにくい。 

・このことが風化されることなく、語り継がれることを望みます。 

・まだ、震災の跡が見られるところがある。神戸では、更地が多く、人口が減っている。 

 


